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成果概要 

物質の磁性は本質的に量子力学的な効果である。スピンの量子性が顕在化する量子スピ

ン磁性体に関する研究は量子力学黎明期にまで遡るが、未だ解明されない事象が多く、質

的に新しい現象も最近見いだされている。例えば、通常の磁性体の磁化は磁場とともに単

調に増加するのみであるが、量子スピン磁性体ではある磁場領域において磁化が一定の値

をとりつづける磁化プラトー現象があげられる。これは二次元電子系における量子ホール

効果に対応する現象であり、量子スピン磁性体の研究は単に磁性のみならず、より広い物

性物理の理解に寄与するものである。本プロジェクトの目的は、新規な量子スピン磁性体

化合物の超低温域における磁気的性質を磁化測定、比熱測定、磁気共鳴法といった多様な

手法を用いて明らかにすることである。 
福井大グループでは量子スピン系に関する研究を以前から行っており、5 年前から福井県

内において、量子スピン系研究会を定期的に開催して全国の大学･研究所からこの分野の研

究者が研究発表を行っている。このような研究機運をさらに盛んにするためにも北陸地区

での研究拠点を確立する必要がある。金沢大グループでは 1 mK 以下までに及ぶ超低温実

験環境を保有しており、さらに強磁場を含む多重極限環境を整備しているところである。

量子効果は一般に低温で顕著に現れるため、両大学グループが連携し、両大学グループ間

での有機的な協力関係を築くなかで、将来の北陸地区での低温物理実験拠点の形成を目指

している。 
本研究は 2010 年度から 2011 年度の二年間のプロジェクトである。2011 年度の業績は以

下の通り。 
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